
市の職員が地域に出向き、ごみや財政、防災、年金など、 
市の制度や仕事について分かりやすく紹介します。 
本年度は206のテーマを用意しました。 
ぜひ、気軽にご利用ください。 

広報課�211-2036詳細 

22年度は 
444回開催 
22,133人が 
利用しました 

テーマを決定 

災害・危機に備えて 
 

1

1

担当課に電話 2

パンフレットに付いている申込書に記入し、 
受講希望日の１カ月前までに持参、送付、ファクスする。 

申込書を提出 

費用・会場 

詳細はホームページ www.city.sapporo.jp/somu/demaekozaでもご覧になれます 

対象 

利用者の希望する日時に開催します。 
ただし都合により開催できない場合があります。 

開催日 3

町内会やボランティア団体など10人以上のグ
ループが受講できます。 

受講料は無料です。会場は利用者側でご用意
ください。 

5/2（月）から区役所（1�）の広聴係、まちづくりセンターな
どで配布するパンフレットをご覧の上、受講テーマを決定。 

担当課に電話し、講座の詳しい内容を確認の上で日程など
を決める。特に聞いてみたいことなどがあれば伝えよう。 

22年度 出前講座 
人気ランキング 

位 

2位 

みんなで考える 
交通安全 
～自転車に乗るときは歩行者優先！ 

4位 

ごみ減量とリサイクル 5位 

いざという時の、 
地域の支え合い 

実験でわかる 
家庭の火災危険 

3位 

開催回数ベスト5

● 18回開催 ● 1,338人が参加 

● 24回開催 ● 965人が参加 

● 61回開催 ● 3,105人が参加 

● 43回開催 ● 1,103人が参加 

● 23回開催 ● 4,920人が参加 

地震・風水害の対策の
ポイントをクイズを交え
て解説してくれたので、
飽きることなく聞くこと
　ができました。 

災害・危機に備えて 

災害に備えて近所でどん
な準備をするべきなのか、
具体的に理解できました。
町内会で実践したいです。 

いざという時の、 
地域の支え合い 

参加者の声 

Q 震災をきっかけに 
　災害時の備えに 
　ついて学びたい 

Q 他に本年度の 
　 おすすめ講座は？ 
 

束ね配線による火災な
どの実験がとても分かり
やすいです。生活に密
着しており、大変役に立
　ちました。 

実験でわかる 
家庭の火災危険 

「犯罪被害に遭わないために」
という講座があるんだ。地域
や個人でできる防犯活動につ
いて、具体的な取り組み事例
を紹介するよ 

「災害・危機に備えて」のほか、
「安全で安心な建物づくり～
地震対策編」の受講がお薦め
だよ 

市の制度が 
よく分かる！ 

暮らしに役立つ 
テーマもたくさん 
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